
F一■＝垂一一司一■＝■■－－－

I

ら

評
言
証

Ｉ

I



一

も

り

I

一鹸一餌一二F

Ⅱ
１ 瀞

邸
皿

御感

叫
一 溌

騨
李
懸
臘
麟
職
騨
撫
蝋
懲
鑓
覇
蝋
畷
鰯
畷
隠
黙
鱒
職
臘
湊
謹
鍋

､塾p」

#'I V
一

越凶
…

沮
日
旧
旧
山
０
．
０
Ⅱ
９
４
口
８
７
１
０

）
瞬
胤
電
私
も
当
時
の
呑
稚
捧
狂
の

原
記
録
を
見
た
が
、
当
時

順
鱗
議

理
解
で
巡
る
哩

四
聯
聯
獅
鯲
綱
織
唾
岬

地
溌
の
予
測
に
は
「
い
つ
、

ど
こ
で
、
ど
の
く
ら
い
の
（
規

枇
）
他
愛
が
起
き
る
か
』
鐙
過

去
の
班
例
か
ら
認
み
取
る
の
が

股
も
正
攻
法
の
考
え
方
で
あ
る
。

荷
い
換
え
れ
ば
、
将
来
の
地
捉

雌
険
Ⅲ
予
測
に
似
峨
史
準
的
机

蝋
も
危
険
艇
が
高
い
Ａ
級
の
満
断
臓
が
卿
方
原
罪
沖
の
伊
予
洲
に
走
っ
て
い
論
こ
と
が
、
岡

村
輿
・
商
知
大
学
理
学
部
教
授
（
川
腿
地
髄
学
）
の
研
究
で
明
ら
か
と
な
っ
た
．
将
来
起
こ
り

う
る
地
鯉
の
規
換
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
．
８
１
７
．
２
（
隈
悪
で
は
７
．
６
）
で
、
難
波
発

生
の
危
険
性
道
の
る
と
い
う
．
こ
れ
ま
で
同
沖
の
活
断
層
に
つ
い
て
は
．
さ
ま
ざ
ま
な
誇
争
が

あ
っ
た
が
．
存
在
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
四
国
電
力
や
行
政
は
新
た
な
対
応
を
迫
ら
塾
旬

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
．
簸
新
の
研
郷
醐
架
を
も
と
に
県
内
の
活
斯
臘
の
状
況
を
報
告
、
県
行
政

の
収
Ｄ
組
み
の
甘
さ
を
指
胸
す
る
“

議
一
規
模
は
Ｍ
剛
～
覗
か
鑿
一

6

1

鐘
点
が
不
可
欠
と
な
る
。
・

ど
こ
で
起
き
る
か
の
棚
い
に

は
、
河
す
で
に
地
殺
の
弼
縄
と

し
て
ふ
る
ま
っ
て
き
た
活
断
層

で
起
き
る
」
と
答
え
ら
れ
る
。

ど
の
く
ら
い
の
鈍
供
の
地
溌
が

起
陽
幡
為
か
に
つ
い
て
は
、
地
溌

職
天
学
共
同
の
脾
庇
活
断
層
問

識
の
緒
来
、
伊
予
況
の
海
唯
活

断
肘
は
今
か
ら
六
千
二
百
年
前
、

四
千
年
Ⅷ
二
千
幕
棚
に
そ
れ

ぞ
れ
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
・
五

メ
ー
ト
ル
の
縦
ず
れ
成
分
を

仰
ろ
た
地
樅
を
起
こ
し
て
き
た

こ
迦
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
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Ｉ

の
大
き
さ
と
断
層
の
促
さ
の
側

係
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
議
駿
式
を
使
え
ば
あ
る
狸
艇

寵
電
将
来
起
こ
り
料
る
地
震
の

規
幌
寺
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
を

知
ゐ
こ
と
が
で
き
愚
（
松
旧
時

恋
・
川
水
大
城
雌
一
九
七
五
）
。

の
こ
と
は
競
近
千
五
百
年
肌
、

古
文
辮
に
地
震
被
誓
溌
録
が
見

あ
た
ら
な
い
こ
と
と
渦
和
す
る
。

地
瀧
の
刷
川
は
二
千
年
川
陥
と

悲
え
ら
れ
、
鮒
何
の
地
溌
か
ら

す
ぜ
腱
二
千
年
た
っ
た
こ
と
か

ら
、
倣
予
識
抑
の
活
断
脳
腱
上

粘
地
溌
の
危
険
庇
は
よ
り
大
き

く
現
拠
的
な
も
の
と
な
り
つ
つ

岡
柑
眞

て
お
り
、
今
年
鯉
で
の
綱
斐
で

岬
澗
な
分
布
が
川
ら
か
仁
左
っ

て
さ
た
露
ロ
川
崎
，
而
如
大

学
大
学
院
生
ら
、
一
九
九
六
、

図
１
）
り

价
方
脈
発
３
号
炉
州
股
昨
の

綱
飛
な
控
で
、
こ
れ
ら
の
活
斯

届
は
「
股
虹
一
万
年
側
に
は
活

動
し
て
お
ら
叩
兆
地
趣
危
険
庇

が
低
い
』
（
凹
卿
地
力
、
一
九

八
凹
）
と
見
附
も
ら
れ
て
い
た
。

傭
半
崎
に
ほ
ぼ
平
行
い
藍
狸
二
・

あ
る
。も
と
も
と
中
尖
僻
遮
認
は
樅

ず
れ
成
分
の
大
き
な
断
卿
と
し

て
知
ら
れ
、
地
潅
の
蹄
の
根
ず

れ
批
は
剛
’
六
メ
ー
ト
ル
程
皮

と
兇
研
も
ら
れ
あ
。
ま
た
断
職

畿
の
侭
さ
は
い
予
澱
巾
断
醐
で

二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
胱
干

雛
西
伽
脱
で
二
十
七
キ
ロ
〆
Ｉ
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が
予
側
静
れ
る
内
陸
池
下
型
地

鍵
腹
対
し
て
、
側
水
で
股
も
危

険
腿
の
大
き
な
地
峻
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
臘
棚
と

‐
し
萸
附
極
的
を
対
応
を
取
っ
て

い
る
よ
う
に
は
兇
え
な
い
。
稲

断
聯
活
鋤
に
と
も
や
シ
飾
険
性

の
拠
甘
を
多
く
愛
け
な
が
ら
、

兵
服
鼎
や
神
戸
市
が
「
科
学
研

究
上
の
他
人
恥
」
と
た
か
を
く

く
っ
て
き
た
状
況
と
何
じ
遊
を

歩
ん
で
い
る
艇
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
剰
学
彼
術
庁
が

今
側
の
舞
肌
肌
Ⅷ
那
地
縦
を
敬

例
と
し
て
、
換
奴
蝋
に
も
呼
び

か
け
た
地
漉
柵
誰
研
究
交
付
に

も
手
瞳
恭
〃
な
か
っ
た
。
同
庁

の
地
漉
荊
森
研
究
室
に
よ
る
と
《

凶
月
初
め
め
段
滞
で
、
愛
娘
県

か
ら
は
九
五
年
度
と
伺
撤
、
九

ば
松
に
柵
い
た
モ
チ
と
化
寸
．

今
維
一
剛
の
行
政
・
学
会
・
住

民
の
Ⅲ
狐
交
換
シ
ス
テ
ム
の
充

突
が
必
婆
と
な
る
。

だ
荻
鍵
娘
蝶
は
、
今
惟
発
生

図3地温側Ⅲ防災体制の頭(M,･主墾芯対縦忍地削鮒
（Xデー)躯中心において断羅列的に磁皿した

１
１
１

○

擬測防ﾘi伸別の製胴

MW1M哩州哩浬剛”匡
皿蝿剥jI賑
9犯直側の型10の19耐
爬撹祁馴M腹。
卯廊旧仙Wの同筋Ⅱl
l哩劃服の1幅Iづくり

“川哩』麺1哩睡雛，
lwA凹麺吟I風I肌“いむ謝狐均

狸8哩雌画哩艸囎！
Ⅱ狐【火磁とlk1I叩

’
1

L

六
年
賦
も
地
溌
閖
斑
交
付
金
の

巾
制
が
な
い
。
幡
脈
脳
の
危
耽

ゆ庇
に
Ⅲ
ず
あ
曇
伽
心
ぷ
り
は
、

子
ど
も
た
ち
に
未
来
を
雛
す
は

ず
の
県
総
合
料
学
棚
物
鮒
が
、

中
央
僻
泄
籾
活
斯
珊
系
の
岡

村
・
石
刷
両
断
脳
賦
の
制
而
に

雛
て
ら
れ
、
自
燃
航
展
示
の
汕

聡
の
ゾ
ー
ン
や
蝋
媛
の
ゾ
ー
ン

の
ど
こ
帷
も
、
独
蛾
鼎
の
自
然

飛
観
の
主
妥
部
分
を
つ
く
っ
て

鳶
た
中
央
燗
惣
雑
の
活
効
に
は

ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
に
も
奴
微
的
に
現
れ
て
い

》
ね
ｏ
地
艇
の
直
荊
乖
如
が
、
当
分

の
川
で
畠
そ
う
も
な
い
と
わ

か
っ
た
覗
准
、
子
ど
も
た
ち
の

緋
来
を
凡
つ
め
て
伽
災
峨
粁
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
．
今
②
大

人
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

暴
爪
県
側
加
地
没
か
ら
ど
の
よ

う
に
救
刷
を
学
び
、
唖
擬
で
は

そ
の
時
何
を
し
た
か
が
、
桜
阯

の
人
々
か
ら
川
わ
れ
る
こ
と
に

０
１
℃
■
”
や
１
，
幅
に
１
脚
１
１
，
咋
岨
に
肥
Ｍ
Ｉ
Ｌ
叩
し
”
い
Ⅲ
ｍ
Ｗ
ｍ
叩
叩
、
Ｍ
唖
師
肥
酌
勺
今
ｃ
０
Ｇ
ｑ
ｔ
■
ｆ
ど
じ

、

3カ月

･匡＞

邸WIT風”0＄”6

3日3遡閥

磯一一一弓>X-day~｡=←司

－一

な
る
で
あ
ろ
う
“

ち
な
み
咋
臆
鮠
睡
の
川
辺
自

治
体
で
は
、
む
し
ろ
戒
下
型
地

漉
に
側
し
て
盤
蛾
朏
よ
り
帆
対

的
に
地
溌
危
険
脱
が
小
さ
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
柵
側
貼
や
広

臘
市
、
北
九
州
市
な
ど
が
交
付

!＃
、

｜“

衆
が
不
可
欠
で
あ
る
。
兵
肌
朏

の
新
防
災
櫛
剛
は
冊
子
の
半
分

近
く
を
、
過
去
の
活
斯
用
活

動
‐
地
艇
記
録
の
分
析
か
ら
出

発
し
、
将
来
組
定
き
れ
る
堆
大

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
か
ら
地
塗
に

応
じ
た
地
域
別
の
最
大
洪
腿
唾

兇
捌
も
る
星
と
に
弧
や
し
て
い

る
佃
他
鼎
の
兇
祗
し
が
織
列
的

で
、
対
蹴
の
狐
鵬
に
愛
し
い
こ

と
に
比
べ
あ
と
、
学
術
論
文
的

雌
瀞
さ
准
将
っ
て
い
る
と
い
え

卜
か
毛
冗
″
ｆ

愛
娘
県
の
活
脈
脳
か
ら
発
生

ｒ
ｈ
附
脾
ト
ー
！
リ
ー
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅵ
１
１
机
‐
別
刷
１
咽
ｑ
ｕ
咽
Ⅲ
１
１
１
１
蛆
Ｕ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
叩
咀
氾
咀
刑
咽
叩
Ⅲ
叩

I鯵
ｑ

＆

■

８

９

８

Ⅱ

日

９

０

１
金
に
よ
る
綱
張
を
冊
附
し
て
い

ぉ
。
回
国
の
他
雌
は
鵜
川
朧
が

長
尾
断
脳
の
綱
鯲
篭
州
始
し
、

商
知
蝶
も
仏
倣
朧
撒
柵
系
の
活

断
暦
に
つ
い
て
叩
鮒
雌
附
叩
で

辛
の
一
心
。
・

こ
れ
ま
で
、
各
地
の
火
学
と

工
寒
推
術
院
地
磁
則
盗
所
な
ど

'’
l',

で
細
々
と
統
け
ら
れ
て
き
た
禰

脈
咽
研
究
と
雌
行
し
て
、
地
方

す
る
地
飛
胆
つ
い
て
は
、
遡
去

に
そ
の
叩
仰
が
な
い
と
い
う
不

利
な
粂
仲
が
あ
る
と
は
い
え
、

群
岸
の
不
安
定
な
沖
糀
蝿
他
姓

と
そ
の
椛
彼
に
控
え
る
山
疏
旋

罪
の
脈
騒
が
動
く
こ
と
を
零
倣

す
れ
ば
神
戸
（
梛
市
鯉
や
淡

鰯
烏
薊
・
脱
村
幽
の
耶
例

が
参
瀞
と
な
ろ
う
。

ま
た
汕
淡
雅
生
Ｘ
デ
ー
を
中

心
に
、
挺
刈
肋
鯉
体
側
の
施
臘

（
こ
れ
は
快
遡
空
川
を
作
り
Ⅲ

寸
日
ご
み
の
洲
市
雛
側
と
似
と

ん
ど
同
じ
針
圃
で
あ
ゑ
と
、

'||’レー

ロ1方原発(耶榊)沖のりI予測に勧活I1胴の呼在が分かった

自
治
体
の
発
桑
で
独
箇
に
澗
壷

砺
究
が
で
き
号
ン
各
ア
ム
が
つ

く
ら
れ
ろ
》
』
と
に
な
っ
た
の
は

面
期
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
下

型
地
撲
が
き
わ
め
て
雌
い
輔
Ⅲ

胆
吸
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
肱
出

し
、
災
番
も
比
較
的
狭
い
地
峨

に
醤
大
な
披
番
を
も
た
ら
す
と

い
う
性
橘
と
舞
職
で
は
な
い
”

日
ご
ろ
か
ら
地
漉
へ
の
理
解

と
蝋
え
を
怠
ら
な
い
努
力
は
、

危
険
な
活
雌
綴
を
将
食
っ
て
そ

こ
に
生
侭
ず
ろ
人
か
一
人
ひ
と

り
が
鏡
け
て
い
く
べ
き
で
あ
り

こ
の
努
力
へ
支
催
を
行
う
の
が

行
政
の
役
剛
で
あ
る
う
。

１
１

●
、
Ｈ
Ｉ
９
ｊ
Ｑ

凸
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■

ぬ
■
Ｄ
Ｌ
ｑ
■
■
■
■
Ｂ
凸
Ｂ
■

兵
服
県
獅
祁
血
洪
“
剛
釧
遊

も
と
に
、
稀
地
方
側
沿
碓
臘
添

ル
で
地
捉
防
災
雑
釧
の
兄
施
し

が
鯉
竹
し
て
い
ろ
。
地
溌
防
災

胱
面
を
よ
り
現
災
的
な
も
の
ず

ろ
た
め
に
峰
過
去
の
災
拶
馴

例
と
科
学
蝿
根
拠
に
遊
づ
く
立

溌
繩
碓
制

琴
地
捉
彼
三
個
Ⅲ
霧
有
独
り
の

た
め
の
三
日
Ⅲ
、
卿
ら
が
助
か

ら
な
い
と
他
人
も
救
え
な
い
）
、

地
捉
後
三
週
Ⅲ
（
避
難
生
橘
の

た
め
の
三
週
Ⅲ
）
、
地
溌
後
三

カ
月
官
術
生
活
へ
の
彼
柵
の

た
め
の
三
カ
月
）
な
ら
び
に
三

年
卿
も
狸
定
寸
る
べ
き
で
あ
ろ

う
〈
図
３
）
。

防
災
と
は
平
術
勝
に
お
い
て

災
響
時
の
イ
メ
ー
ジ
儲
ど
れ
だ

け
孔
伸
的
に
肌
い
猫
け
る
か
に

か
か
っ
て
い
る
。

、

麓
旨
豊
蝋
豊
上
里

悶
吻
の
や
⑳
Ｏ
ｍ
Ｏ
ｏ
彗
哩I 11』

》
■
■
●

’
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ゴ職::卿鵡表紙のことば織撰熱蕊矛浮.､..．.｡：｡｡:.『･

小 清水漸蕊
足踏みの長い春だなと患って居たら､，､蕊
きなり初夏が来毒しまったようだ。薄
桜の花の三分咲きの頃､･仕事で渡欧した｡蕊．
今年もまた‘満開の桜を見ずに春が終わる鐸
のかと､少々心を残しながら旅立った。蕊,CqDの
ロンドンは、まだ肌寒く、それでも春の蕊§

●』O

到来を一刻も早く告げるかのように､黄色難
いﾗｯバ水仙が咲き競っていた｡この街で識

■■●4

の目的は､セザンヌの大展覧会を見る事に喪
あったが､チケットはすでに完売､その傭継

■jpo・

報を得て居たの七､掻かな当日売りに期待課：
して､小雨の降る朝､長い列の後ろに並ん蕊
だ。，:.§

G8

ヂン･ﾊーグでは､ﾌｴﾙﾒーﾙの露蕊
・8．f･

会が、やはり去年のうちに完売。無理だか』鍜

塞澱も笂鴬騨霊鑿塞
｡.りじざ

願って、北海からの冷たい風の中を並んだ｡蕊

良い作品観た満足感と共に帰国したが(篝
二週間を過ぎてまだ､桜は満開であった。職
七分咲きの桜に獄もる雪を見逃したのは、藻
残念だが。、漁

笑
、

占
品
月
原
保

)ノ

お
脇

Ｅ
Ｉ
Ｌ
〕

訂
縮誕

遍
鶴
麗
鬮
襲
継
辨
蕊
彊
謹
蕊
引
め
雲

誌
暴
蕊
部
に
移
っ
て
き
ま
し
た
。

ロ
…
県
政
記
者
ク
ラ
ブ
（
萱
剛
ク
新
聞
と
雑
誌
、
‐
こ
の
似
て
非
な
る
軍
旗
八
塞
莉
一
月
，
一
‐
日
号

ラ
ブ
）
の
事
務
を
三
十
数
年
担
当
も
の
…
。
新
し
い
議
場
で
、
一
千

（
第
九
巻
第
五
号
）

し
た
女
住
が
こ
の
春
、
退
裁
し
ま
数
年
ぶ
り
に
新
入
社
員
に
戻
っ
た
《
莞
行
所
愛
溌
新
聞
社

し
た
。
彼
女
ば
記
者
ク
ラ
ブ
の
仕
ょ
う
な
心
境
で
す
。
初
仕
事
は
「
Ｅ
発
行
人
・
丸
尾
惨

事
を
通
し
て
、
・
記
者
、
そ
し
て
県
ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
人
物
図
簔
」
の
取
材
。
龍
集
長
増
原
誠
二

政
を
見
つ
め
て
き
叢
し
た
。
隠
れ
・
埼
玉
県
所
沢
市
・
へ
松
山
畠
身
の
ミ
・
印
刷
所
ア
マ
ノ
印
刷

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
々
あ
る
こ
と
ス
テ
リ
ー
作
家
、
天
童
一
元
太
さ
ん
：
…
…
《
．
．
．
．
．
…
；
．
…
．
；
…
．

需
評
課
蕊
穏
耀
零
籍
蕊
飛
謙
塞
謹
話
愛
嬢
義
聞
社
襄
出
篶

雛
麺
鯉
備
蓉
壼
蛎
●
一
毎
鍼
浄
陛
鑑
嶬
澆
壁
獅
誹
奉
諏
琴
凱
》
鍾
燦
肺
罎
〒
－
７
９
０
１
７
２

・
え
ひ
め
髭
誌
編
集
部

な
り
、
感
謝
、
感
謝
で
す
。
春
は
次
冷
と
番
墜
唱
い
書
す
。
イ
ン
ク

松
山
市
大
手
跡
一
丁
目
十
二
ノ
ー

人
事
異
動
の
一
一
一
節
。
当
霜
集
部
に
ピ
ュ
ー
を
し
て
、
社
会
派
の
作
家
．
遜
諾

も
一
・
部
、
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
感
じ
●
を
表
す
ま
・
－
３
強
く
し
０
８
９
１
９
３
５
１
２
０
２
０

新
メ
・
ン
バ
ー
を
加
え
た
ス
タ
ッ
フ
書
し
た
・
話
迩
作
の
「
臺
瀝
狩
り
」
Ｆ
Ａ
Ｘ

一
同
、
日
々
誌
一
画
慰
剥
の
気
構
え
に
続
い
て
、
次
作
は
石
鎚
山
が
舞
０
８
９
１
９
４
７
１
７
６
５
６

で
い
薑
す
口

薑
撫
鱸
譜
》
鱗
．
｜
爆
聰
罎
鱈
」

で
す
。

義
蝋
繍
蕊
臘
癖
蝋
癖
灌
鰯
娃
難
嬉
灘

勵
椛
絹
竜
畦
蝋
辮
準
灘
職
》
職
郷
鐸
》
》

を
だ
が
。
、
騨
秤
ら
く
一
般
住
民
も
）
。
喜
ば
な
い
諾

現
ん
た
た
は
，
．
．
．《
畷
采
の
公
表
に
は
勇
気
が
必
要
だ
。

再
並
し
っ
の

噸
や
》
》
》
燃
呼
購
縦
峰
鰄
蝋
畢
聯
噸
一
棚
胤
側
脚
棚
鍛
店
法
・
一

牌
酷
津
怠
鑪
獺
壗
騨
剥
製
鶏
赫
姥
．
一
Ｆ
慾
２
！
…
‐
’
０
－

津
錨
．
．
届
》
か
地
震
を
引
き
起
こ
す
」
と
し
－
０
８
９
１
９
４
７
１
７
６
５
６
－

驚
溌
蕊
鱈
騨
蕊

口
か
見
，
て
腱

本
誌
掲
載
記
事
の
黛
断
転
戦
を

畷
羅
良
迦
扮
聡
雑
儒
田
）
幕
し
叢
す
↓

へ

ー－一

！
位
今

詞
一
お
じ
さ
ん
に
は

飛
垢０
８
９
１
９
３
５
１
２
０
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ０
８
９
１
９
４
７
１
７
６
５
６

郵
便
振
替
口
座
番
号

ｎ
１
６
０
０
１
４
Ｉ
１
５
４
２
Ｌ

●
●
申
●
自
己
■
●
●
●
●
守
ら
●
●
。
■
△
Ｕ
も
■
９
①
８
９
●
９
■
０
０
●

毎
月
一
回
十
日
発
行

職
幾
百
八
蕊
卵
）

え
ひ
め
雑
誌

平
成
八
年
五
月
十
日
号

（
第
九
巻
第
五
号
）

発
行
所
愛
溌
新
聞
社

発
行
人
丸
尾
修

龍
集
長
増
原
誠
二

、
印
刷
所
ア
マ
ノ
印
刷

愛
嬢
義
聞
社
溝
穀
出
版
局

・
え
ひ
め
髭
誌
講
集
部

〒
》
７
９
０
１
７
２

松
山
市
大
手
跡
一
丁
目
十
二
ノ
ー
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